
令和6年2月26日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「できた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4

サポーターを活用し、調べたいことを検索
する力を付けられる授業を実施する。 4

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・思考力、想像力を高めるために読書量を増やす工夫が
見られました。高学年の読書量を増やす取組を継続する
とよいと思います。
・入学から卒業までの６年は長いようでもあり短いもので
す。コミュニケーション能力は個の能力、周辺環境により
差異生じるので、学校の一環した学習指導はとてもよい
と考えます。本を読み込む力のコツを指導してあげてくだ
さい。
・タブレットをはじめ、PCやスマホなどで調べることが簡
単にできることはよいのですが、その先にもっと興味を
もったり、思考・想像力を高められるよう、読書量が大田
区の目標冊数をもっと上回るよう期待しています。
・学校司書や六郷図書館との連携により、読書量の向上
が見られたと評価します。また、ボランティアによる読み
聞かせの回数が月１学年から２学年へと変更したことに
より、読書への興味をもつきっかけの場が増えたことは、
読書量向上への一助となると考えます。多摩川への屋
外活動を１回から２回に増やしたことにより、自然につい
ての学びを深めるきっかけとなったと思います。
・読書は大切ですね。読む力は勉強するうえでの基礎に
なると思います。我が子はあまり読書が好きではないの
で、読書月間を設定してもらえることできっかけになりま
した。
・学童でも本の好きな児童が多く、集中して読んでいる
姿が見られます。
　

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4 ３：
85％
以上

Ｂ 2

Ｃ 0

Ａ 8

３：
90％
以上

２：
85％
以上

４：
80％
以上

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

生活の振り返りアン
ケートの「タブレットを
使って調べ学習ができ
る」において、「よくでき
る」「どちらかというとで
きる」と回答した児童の
割合

４：
90％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

3

4

4

4

〇児童に対する体罰や暴言など
威圧的な指導をしないように教員
研修を行い、体罰・暴言根絶に向
けたスローガンを校内に掲示する
ことで、教員の意識向上を図って
いる。
〇校内安全に関する教員研修を
実施した。研修を通して教員のリ
スクマネジメントに対する意識を
高めている。
〇各学年で作成した授業で使う教
材を校内のサーバー内等に保存
して、いつでも共有できるように
し、教材研究が充実するように努
めている。
●授業改善推進プランをより意識
した授業づくり、教材研究ができ
るように、校内研修を充実させて
いく。
●学年間で授業交換をしたり、空
き時間等に他の教員の授業を見
に行く機会などを増やし、主任教
諭や主幹教諭による若手教員へ
の指導を充実させていく。

３：
75％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

4

0

0

Ａ

4

１：
85％
未満

・挨拶運動等を通して規範意識を高める工夫が見られま
した。
・挨拶は人間形成に重要な要素であり、他者を意識し、
感情を整理できるようになれば、なおよい連帯、他者を
思いやる一歩になると考えます。
・ジェンダーレスやボーダレスが唱えられる現代ですか
ら、人としての基本である挨拶をはじめ、日々の生活に
おける言葉遣いがきちんとできるよう、命の尊重、人権
に対する学習及びご指導をお願いします。
・コロナ禍で挨拶しない風潮がここ数年見受けられました
が、最近は来校の際、挨拶する児童が増えました。
・子ども達も意欲的に取り組んでいると思います。
・挨拶はきちんとできているのに、相手が傷つく言葉を安
易に使っている児童が目立ちます。自分が言われること
は嫌がるのに、遊びの場面で気が大きくなっているのか
なと思います。日々指導していきます。
・南六小は、気持ちのよい挨拶ができる児童が多いの
で、素晴らしいと思います。

・食を通して体力向上への意識を高める工夫が見られます。
・成長期での学校給食システムは素晴らしいものです。食は
生活運動活力の素です。家庭内では個々の食生活は異なり
ますが、学校で基本的な栄養の採り方を学べるので、よい習
慣が身につくでしょう。
・運動会の取組には積極的に運動しているという回答ですが、
日頃の運動の取組がもう一歩という回答で気になるところで
す。日常生活、学校内においてもいろいろな制限が緩和され
ていると思いますので、体力、健康増進を図る意識を高めて
ほしいと願います。
・マラソン月間に前向きに取り組んでいることを評価します。土
手でのマラソン大会を今後も継続して頂きたいです。また、マ
ラソンは苦手でも他の運動ならば楽しく取り組める児童もいる
と考えられるので、他の運動の取組月間は、運動習慣の底上
げを期待できます。
・寝るのが遅い児童もよく見られるので、「早寝・早起き・朝ご
はん」月間の取組は、生活習慣を正すよい取組だと感じます。

・教員のスキルアップを図り、教員同士が連携して教員
のリスクマネジメントの意識を高めていることは、大変よ
いことだと思いました。
・個々の受け止め方は様々でしょうが、教員研修で研究
し、その利点が日頃の学習にプラスになることでしょう。
・素敵な展覧会でした。作品を観て温もりを感じました。
・躾と威圧的な指導をしてはいけないという狭間の中で、
日々ご苦労されていることと察しております。その中で自
分の考えや意見などをうまく口にできない、伝えられない
児童を見逃すことがないよう願っています。
・授業交換や他教員の授業見学は教員の指導力向上に
大変有意義と考えます。個の指導力に頼らず、学年や学
校全体で連携して、よりよい教育環境を作っていただき
たいです。

4

4

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・基礎学力向上の意欲が芽生えています。校内研究で
は、全学年の教員が連携した授業研究でワークシートづ
くり等ができたことは大きな成果だと思います。
・学力の差は否めませんが、学習に取り掛かる際、基本
を明確に教え、その流れや結果（成果）が受け入れられ
るとよいでしょう。評価を本人が納得することが大切で
す。
・どの教科も復習、そして継続的な学習が望まれます。
それにより苦手意識が軽減され、学力の定着につなが
り、授業が楽しい、内容がよくわかるという児童が増える
ことに結びつくのではないかと思います。
・全学年の教員が授業研究を行ったことは学年を超えた
指導に結びついたと評価します。南六チャレンジプリント
による基礎学力の定着を今後も続けて頂きたいと思いま
す。
・底上げへのフォローも大事ですが、レベルの高い児童
へより関心がもてるような取り組みにも期待しています。
・ワークシートの取組はとてもよいと思います。

〇本校で独自に作成した「南六
チャレンジプリント」に毎週火曜日
の朝学習の時間に取り組ませ、算
数の基礎学力の定着を目指した。
前年度の学習事項を個々のペー
スで自習形式で復習させた。全学
年で継続的に実施したことで、苦
手意識のある児童も意欲的に学
び、学力が定着できた。
〇校内研究は、「自分の考えを伝
えるための表現力の育成」を研究
主題に掲げ、今年度で3年目とな
る国語科の研究をしてきた。全学
年の教員が連携して授業研究を
行ったことで、学年を超えた系統
的な指導や、一人ひとりの実態に
合ったワークシートづくり等がで
き、確かな学力が定着してきた。
●テストで児童の学びを全て評価
できるわけではないが、今後はテ
ストの点数でも学びの成果が見ら
れるような結果を出したいと考え
ている。

4

4

4

4

4

4

4

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内研究「自分の考えを伝えるための表現力の育成」
に取り組み、教員の授業力と児童の学習環境の向上
を図る。

オリパラ教育を実施するとともに、体力の向上
のために一学級一運動の取組やマラソンやな
わとび、休み時間の外遊びを励行し、体を動か
す習慣をつける。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

気持ちのよい言葉を遣うように、南六郷小
学校スタンダードを徹底させる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

生活の振り返りアン
ケートの「その場にふさ
わしい言葉遣いができ
ている」において、「よく
できている」「どちらか
というとできている」と
回答した児童の割合

４：
80％
以上

３：
75％
以上

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

４：
80％
以上

全教員が学校ホームページ「ウェブ日記」
の作成に取り組む。学校での取り組みや
児童の様子を積極的に発信する。

4

4

２：
85％
以上

１：
85％
未満

Ａ

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

Ｄ

4

4

4

３：
90％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

4

4

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇スクールサポートなんろくの協
力を得て、学習活動を円滑に実施
することができた。〔給食配膳補
助（１年）、生活科の児童支援（１・
２年）、総合的な学習の時間の支
援（３・４・５年）、家庭科の学習支
援（５・６年）、図書環境整備、校内
緑化整備、夏のわくわくスクール
計画・実施〕
〇地域人材を教育に積極的活用
し、児童の興味関心を深めてい
る。〔箏体験（５年）、水門通り商店
街お店体験（３年）、六郷の企業
（５年）、多摩川の学習（４年）、六
郷図書館（全学年）、夏のわくわく
スクール（地域の技術者）等〕
●家庭、地域に対して更に有用な
情報を発信できるよう教職員の意
識を高めていく。
●学校が家庭、地域の意見を大
切にすることで、地域全体で児童
を育成しようとする意識を高めて
いく。

・学校、家庭、地域と三位一体で子ども達を見守り、地域資源
の活用意識を高めてほしいです。
・地域との結びつき・連帯は、互いが知ろうとする点も個人情
報が壁になり立ち入る機会がありません。しかし、町の行事を
通じ、地域の歴史を学べば、心が豊かになるでしょう。
・スクールサポートなんろくの方達の熱心さに驚きました。これ
からも子ども達をよろしくお願いいたします。
・地域教育連絡協議会や学校行事の参観などで学校内に足
を運び、様子を伺える機会が元に戻ってきましたが、その時に
見聞きしたことだけでなく、今後も学校・家庭・地域が連携して
情報の共有がもっとできればと思っています。
・コロナ禍を経て今年度は地域との活動の機会が増えました。
地域教育連絡協議会の定期的な開催など連携を深める機会
を作っています。学校と地域が連携することにより、保護者が
安心して子育てをできる一助となることを期待するとともにス
クールサポートとしてもその繋ぎ手として活動して参ります。
・大田区において「コミュニティスクール」の導入が加速してい
る中、既に機能していることが素晴らしいです。学校、地域間
の双方向でWin to Winの取組を増やしていきたいです。
・マスクを外して元気に笑っている姿を公園で見ることができ、
こちらも元気をもらっています。家庭でおやつを持たせ遊びに
くる子、駄菓子屋で購入する子さまざまです。中にはお友達の
分も買っている子、食べきれない位の量を持ってきて、食べ放
題状態も見られます。家庭を含め、子供の様子の情報共有が
できるとよいと思います。
・今後も連携・情報共有ができればと思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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ン
６
　
学
校
・
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・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。
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あ
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り

「１０分×学年」を目安に家庭学習の課題
を毎日与え、家庭学習の充実に努める。

保護者アンケートの
「情報提供」「家庭との
連携強化」「地域力活
用」の全項目におい
て、「よくあてはまる」
「あてはまる」と回答し
た保護者の割合

保護者アンケートの
「基礎的・基本的な学
習の定着に向けた学
習指導を工夫している
か」において、「よくあて
はまる」「あてはまる」と
回答した保護者の割合

４：
95％
以上

令和５年度　大田区立南六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

○学校規模（児童数356名、学級数　１２学級、教員数　１８名）
○特色　児童も教職員も保護者も、誰もが「かつやく」する学校を目指しています。
　児童は一人一人がそれぞれの力を発揮して、一生懸命学んだり活動したりし、主体的に学びます。　教職員は「わかるまで教える」ために、教材を工夫し、意欲を引き出し、伝え合い学び合う場を設定します。　　保護者は「学びを支える」ために、規則正しい生活で、家族の時間を大切にし、
夢や希望を育てます。家庭・地域と連携し、地域力を生かした教育活動を推進しています。
○「知・徳・体」のバランスのとれた教育を目指しています。今年度も特に「学力向上」を重点として取り組み、児童の確実な基礎学力の定着を図ります。
〇校区を流れる多摩川を活用した活動（異学年交流・マラソン大会・たこあげ・自然観察等）を通して自然環境への関心を高めます。また、理科教育推進拠点校として、特に「理科・生活科」の学習において、「進んで問題を見つけ、解決することができる児童の育成」を目指します。
〇国語の学習において、「自分の考えを伝えるための表現力の育成」を目指します。
 

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

問題解決的な学習方法を取り入れ、意欲
的に学習に取り組ませる工夫をし、思考
力・表現力を育成する。

学校関係者記入欄
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〇読書月間を１０月に設定し、朝読書
に取り組んだ。また、週１回学校図書
館を活用するよう工夫し、児童が進
んで物語や科学の本などに親しめる
ようにした。読書カードを活用し、読
書量を可視化することで、児童の読
書量向上への意識を高めた。月間の
読書平均冊数は13.9冊で大田区の目
標10冊を上回っている。
〇総合的な学習の時間（４年）で、魚
を捕まえる仕掛け作りを実施した。児
童は、昔の人の知恵を活かして生物
の生態にあった仕掛けを考えたり、
手作りの仕掛けを実際に使ったりす
ることで、多摩川の豊かな自然につ
いて学びを深めることができた。
●児童の思考力、想像力を高めるた
めに読書について年間を通して継続
的に指導し、読書量をさらに増やして
いく。また、平均冊数が学年によって
開きがあるため、高学年でも指導を
行う。
●今後も、児童が自分で設定した学
習課題についてタブレットや地域の
図書館の資料を活用した調べ学習や
体験学習を充実させ、児童が社会の
変化に対応できる力を育めるよう工
夫する。

生活の振り返りアン
ケートの「日ごろから積
極的に運動に取り組ん
でいる」において、「よく
できる」「どちらかという
とできる」と回答した児
童の割合

〇縦割り班の児童で、朝の挨拶
運動を行った。この取組を通して、
全児童が気持ちのよいあいさつを
し、更に明るい学校生活を送れる
ようになることを目指した。また、
縦割り班で取り組むことにより、学
年を問わず挨拶ができる環境を
整えた。
〇運営委員が毎朝の挨拶運動の
中で各学年の中の「挨拶ナンバー
1」を決め、昼の放送で発表した。
児童も毎週の発表を楽しみにする
ようになり、挨拶に対して意欲的
に取り組む等、自己肯定感の高ま
りが見られた。
〇７月に生命尊重週間、１２月に
校内人権週間を設定し、その期間
に生命尊重を主題とした道徳の
授業や人権に関する学習を行い、
児童の生命尊重や人権に対する
意識を高めることができた。
●朝の挨拶だけでなく、他の場面
での挨拶や言葉遣いにも意識を
高められるような取り組みを増や
していく。
●児童の規範意識を高められる
ように、学校のきまりである「南六
小のこども」の内容を、学年の実
態に応じて重点項目を明確にして
児童、保護者に伝えていく。
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１：
70％
未満

生活の振り返りアン
ケートの「授業が楽し
い」「内容がよく分かる」
において、「よくあては
まる」「どちらかというと
あてはまる」と回答した
児童の割合
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Ｃ
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２：
70％
以上
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２：
70％
以上

〇１１月にマラソン月間を設定し、毎
日中休みに全学年で３分間走に取り
組んだ。マラソンカードで頑張りを可
視化し、体力向上への意識を高める
ことができた。１２月にマラソン大会
（低学年は校庭・中高学年は多摩川
土手）を実施した。
〇栄養士が作成した「給食ひとくちメ
モ」を給食時に配布するとともに、保
健給食委員会児童が給食中の放送
でメモを読み上げ、その日の献立に
関することについて紹介する機会を
設けた。食に対する興味関心を高め
ることができた。
●マラソン以外の別の運動にも取組
月間を設定するなど、運動習慣の確
立をより推進していく。
●より望ましい生活習慣を身に付け
ることができるように、保護者会等で
も保護者に意識啓発を積極的にして
いく。
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